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海外進出サポートセミナー  福岡森田塾 海外編 

 セミナー参加申込は『裏面』へ 
要 事前申込 

参加費 ：  無料！   定員 ：  ３０名 
 

会 場 ： 税理士法人森田事務所 福岡支社  福岡市博多区博多中駅央街5-14 福さ屋ビル6階      

日 時 ： ２０１４年１１月２１日（金曜）   14:30開場 15:00～17:00 

第1部 中国と人民元の最新事情 

 １．中国経済の最新情報 

 ２．為替動向とオフショア人民元増加 

 ３．中国から人民元での日本送金は簡単？ 

 ４．中国からの撤退、清算の実際 

●アクセスマップ 裏面 

上海からの 

 最新事情をお届け！ 

講師 第１部 富永雅弘（上海M-TAC董事総経理） 

     第２部 松浦隆祐（ 同上 副総経理・公認会計士） 

 
 海外進出する企業がますます増える一方、最新の投資や通貨の事情を知らずに資金回収が図れ
ない、必要以上に税金を支払って投資している等の企業も後を絶ちません。 
 

 本セミナーでは第1部で上海駐在10年のベテランより最新の人民元送金スキームを、第2部では日
本と中国・ASEAN各国間を行き来している公認会計士が最新のASEAN投資スキームを事例を交え
て解説致します。他ではなかなか聞けない情報ですので是非一度足をお運び願います。 

第2部 ASEANへの再投資スキーム 

 １．中国から回収した資金の活用 

 ２．国別ケーススタディ 

  ①タイのケース 

  ②ミャンマー、カンボジアのケース 

  ③インドネシア、ベトナム、フィリピンのケース 

 ３．中国からの事業移管時の留意点 



講師 プロフィール 

お申込は今スグどうぞ！ 下記にご記入の上FAX下さい  FAX:095-826-2422 

貴社名 ご芳名 
（役職        ） 

 

所在地 

 

 

 

 ご紹介者        

 

（〒     －      ） 

 

 

 

 

 

 

TEL     

FAX 

メール       

主催者からのご挨拶 

会場のご案内 

海外進出サポートセミナー  福岡森田塾 海外編                         2014年11月21日 

税理法人森田事務所 福岡支社 
福岡市博多区博多駅中央街5-14 福さ屋ビル6階 
TEL:092-433-2023 

会場が分からないときは 

佐藤まで 090-1513-0754 

お問合せはこちら  電話：092-433-2023    メール：moritajuku@consul-support.com 

 富永 雅弘（第1部担当） 

平成 8年 肥後銀行入行 

平成12年 富士銀行（現みずほ）上海支店 出向 

平成14年 肥後銀行国際部アジアデスク 

平成16年 肥後銀行上海事務所設立に従事 

平成17年 肥後銀行営業統括部事業開発G 

平成19年 肥後銀行退職 

       金属貿易商社の現地法人立ち上げ 

平成20年 税理士法人森田事務所 入所 

       上海MTAC董事総経理就任  

  松浦 隆祐（第2部担当） 

平成8年 監査法人トーマツ東京事務所入社 

平成13年 公認会計士登録 

平成14年 株式会社マイツ入社 上海駐在 

       平成17年より上海マイツ副総経理 

平成21年 東京帰任 

平成22年 税理士登録 

平成25年 税理士法人アイオン（名古屋） 社員就任 

平成26年 上海M-TAC副総経理就任 

     

こんにちは。森田塾を主催しております 総合保険コンサルタント 株式会社サポートの佐藤と河上と申します。 

グローバル化が進んでいる現代において、地方の中小企業でも海外とのかかわりがない企業は皆無と言っても

いいでしょう。なかでも中国は13億人と言う巨大な市場を抱えており、全く無視することはできない反面、不透明な

法体制やたくさんの失敗事例から、敢えて中国を避けている社長も多いかと思います。また中国一辺倒のリスク

ヘッジとしてASEANが注目されて久しいですが、実際の投資環境はどうなっているのでしょう。 

今回はMTACグループ企業である上海M-TACによる中国とASEANの現状について、現地最新情報を交えてお

届けします。 

※ご記入頂きました個人情報につきましては、各種サービスのご案内・ご提供のためのみに利用し厳重に保管・管理及び廃棄いたします。 


